
＜サギソウ：ラン科ミズトンボ属＞
全国の日当たりのよい湿地に生息

約40mmの距という構造体の先端に

蜜を蓄えている（図１）

＜サギソウの希少性＞
環境省レッドデータブック準絶滅危惧種

奈良県レッドデータブック絶滅寸前種

本校の群落（最大面積26.9㎡）は奈良県内に残存している

サギソウ群落３カ所の内で最大の花数を持つ群落である

＜今までの研究成果と先行研究＞
８年間，保全のための群落動態調査（表１）を継続中

他の地域の群落の結実率[１ ２]に比べて，本校のサギソウ群落の

結実率は高い



（図２） サギソウの１年
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はじめに

調査年 最大花数（観察日）
(＊１) 結実数 結実率（％）

(＊２)

2014 665（8/23） ー ー

2015 731（8/25） 520 71.1

2016 934（8/10） 557 59.6
2017 257（8/29） 154 59.9

2018 256（8/16） 42 18.4

2019 101（8/24） 84 83.2
2020 210（8/16） 48 25.7

（表１）７年間の群落動態調査結果（図１）サギソウの距

校内サギソウ（ ）群落の送粉者の研究

この結実率の高さは，本校のサギソウ群落に安定した送粉者が

存在していることを示唆[３]

先行研究には重要な送粉者の明確な記述や記載がない

サギソウは自家和合性をもつが，自動自家受粉はしない

2020 210（8/16） 48 25.7

平均 451 273 59.9

＊１ 最大花数：一番花が多く咲いた日の花数
＊２ 結実率 ：「結実数÷最大花数」

実験① 訪花する生物を特定する

花期（2020/8/6～19）の間，群落内で
送粉者の観察・長時間動画撮影・個体識別を行った（図３～７）

和名または
動物群 目 観察

時間帯
観察

個体数
一度の平均

訪花数
（花）

一度の平均
訪花時間
（分）

単位時間
当たりの
訪花数

（花/分）
ハナグモ クモ目 昼間 ２ ー 歩行通過 ー
ダニ類 ダニ目 昼間 ３ ３ 60 0.05
アザミウマ類 アザミウマ目 昼間 ２ １ 60 0.02
ミナミヒメヒラタアブ ハエ目 昼間 ５ ５ 2 2.5
アリ類 ハチ目 昼間 ５ １ 30 0.03
スズメガ類 チョウ目 夜間 １ 30 1.5 20
チャバネセセリ チョウ目 昼間 ３ １ 20 0.05

（表２）訪花生物の観察・動画撮影結果
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（図３）本校の
サギソウ群落

方法

結果

研究目的 本校のサギソウ群落の重要な送粉者を特定する

（１）ミナミヒメヒラタアブはチャバネセセリより受粉に大きく関与[４ ５]

（２）スズメガの単位時間当たりの訪花数は他の送粉者より多く，効率の良い送粉[６ ７ ８]を行う

（D）
閉鎖

実験② 袋掛けにより送粉者の特性をつかむ

（A）
人工自家受粉

（B）
距を切除し
人工自家受粉

（C）
距を切除

（表３）受粉形態ごとの結実率

訪花生物の侵入を制限する１㎜メッシュのネットにより花に袋掛けする実験を行った（図８，９）

受粉形態 供試花数 結実数 結実率
（A）人工自家受粉[9]（閉鎖）（d20） 18 8 44%
（B）距を切除し人工自家受粉（閉鎖）（d20） 3 1 33%
（C）距を切除（開放）（d20） 9 1 11%
（D）閉鎖（d18） 8 0 0%
（E）昼間（8:30～17:30）開放（夜間閉鎖）（d17～b19） 18 8 44%
（F）夜間（17:30～8:30）開放（昼間閉鎖）（b17～d19） 14 7 50%

（E）
昼間開放

（夜間閉鎖）

（F）
夜間開放

（昼間閉鎖）

（図４）
花粉を食する
アザミウマ類

花粉を食する
ミナミヒメ
ヒラタアブ

（図６）
ホバリング
しながら
吸蜜する
スズメガ類

（図７）
吸蜜する

チャバネセセリ

(図８) 袋掛けの様子

（図９） 供試花のイメージ

（１）送粉者は昼間・夜間を問わず存在
（２）送粉者は距にたまる蜜に誘引[10]されて，訪花する
（３）D型に侵入可能なアザミウマ[４ ５ 11 12]は受粉に関与しない
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実験②のE・F型において，朝（8時30分）夕（17時30分）に距中の蜜量（高さ）をノギスで計測した

実験④ スズメガの送粉様式を探る

実験②のA・B・C型に，袋掛けしていない自然状態の花（G・H型）を加え
（１）種子数を計数した（図14）
（２）さく果１果につき約200種子を無作為に選び，有胚率(＊３)を求めた[13] （図15，16）

受粉形態 平均種子数±SD（粒） 平均有胚率±SD（％）
3012±329 26±10.3

（表４）受粉形態ごとの種子数・有胚率

3036 学校法人奈良学園 奈良学園中学校・高等学校

（１）夜間に多量に吸蜜する送粉者[10]が存在する

（図10）E型結実花の蜜量推移 （図11）E型不結実花の蜜量推移 （図13）F型不結実花の蜜量推移（図12）F型結実花の蜜量推移

＊３ 有胚率：「有胚種子数÷さく果から無作為抽出した種子数」
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実験③ 訪花生物が吸蜜する時間帯を調べる
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（図16）無胚種子（図15）有胚種子
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（図14）さく果と種子

（A）人工自家受粉（閉鎖）（d20） 3012±329
（N=6）

26±10.3
（N=5）

（B）距を切除し
人工自家受粉（閉鎖） （d20） 3880

（N=1）
23

（N=1）

（C）距を切除（開放）（d20） 1432
（N=1）

22
（N=1）

（G）自然受粉（d20） 3244±1166
(N=18)

44±10.6
（N=16）

（H）自然受粉のうちスズメガ媒（d20） 3766±1163
（N=5）

46±9.2
（N=3）

（図20）本校で採集された
シモフリスズメ

（図18）種子の有胚率（N＝21）
（A）自家受粉:人工自家受粉による種子（N=６）
（G）自然：自然下での(スズメガ媒を含む) 種子（N＝18）
（H）スズメガ：スズメガによって送粉された種子（N=５）

人工自家受粉と自然受粉の有胚率に有意差あり
（t検定 p<0.01）[14]

（図17）さく果中の種子数（N=24）

（１）種子数が多いさく果はスズメガによって送粉された（図17）
（２）自家受粉の有胚率の範囲から他家受粉の割合を推測すると[15]送粉者は主に他家受粉を担う（図18）
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サギソウの重要な送粉者はスズメガである結 論
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（図19）撮影したスズメガ類
（同定不可）
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（図21）無菌播種後の発芽

課題と現在進行中の実験
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サギソウの重要な送粉者はスズメガである結 論

現在サギソウが開花し始め，スズメガの送粉貢献度を科学的に判定するため，新たな実験を行っている

（１）動画撮影により，スズメガの送粉の様子を詳察し，花粉塊の付着の有無を確認
（２）供試花数を増やし検定を行い，データの信頼性を確保
（３）無菌播種による種子培養を実施し，有胚種子の発芽率を算出[11 16] （図21）
（４）群落に昼間・夜間の各開放区を設け，昼夜間の送粉者が受粉に関与する程度を比較
（５）人工他家受粉を行い比較し，自家受粉は有胚率が低いことを確認
（６）送粉するスズメガの口吻長とサギソウの距の長さを測定・比較し，共進化[17 18]の証拠を確認


